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あなたがたが最初の日から今日まで、福音を伝えることにともに携わってきたこと 
を感謝しています。 ピリピ １：５ 

■土曜の新しい働き 

３月より、毎週土曜のｱ

ｳﾄﾘｰﾁ（訪問伝道）に加

え、月に二度、地域の子

どもたちを教会に招いて

特別ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施する

ことになりました。多くの

子どもたちが未だ学校に

通えず、学ぶ機会が少な

くなっていることを教会が

支えたいと願っていま

す。英語や日本語の学

習、ｽﾎﾟｰﾂなどを通して

子どもたちが主に愛され

ていることを知り、希望を

もって歩めるように願って

います。お祈りください。 

■地域の家庭への支援 

政府の厳しい新型ｺﾛﾅ対策の影響により、今も地域の多くの家庭が経済的に困窮しています。地域

の人々の緊急の必要のために教会は続けてお米などを届けて支援をしていますが、教会がこれからも

隣人愛をもって地域に仕え、主の栄光を現わすことができるようにと願っています。お祈りください。 

■ｵﾝﾗｲﾝによる宣教報告 

新型ｺﾛﾅの問題のため、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通して宣教報告を行わせていただくことを計画しています。諸

教会の皆様のもとに直接お伺いできないことは大変辛く、寂しさを感じていますが、ｵﾝﾗｲﾝでも可能な

限りﾀｲにおける宣教の恵みを分かち合わせていただきたいと願っています。ぜひお声掛けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Contact Us: 

email: 
akirawwjd@yahoo.co.jp 

 

address: 
Bangkok Grace 

International School 
79/3-12 Ladphrao Soi 
112, Wangthonglang, 

Bangkok 10310, 
Thailand 

■最近の家族の様子 
ｱｷﾗ：３月から教会の子どもたちに

日本語を教えるために勉強中 

ﾐﾁﾖ：礼拝の賛美奉仕に恵まれて

います、賛美ﾘｰﾄﾞの奉仕も近い? 

ﾏﾅﾄ：ﾄﾞﾗﾑに加え１月からｷﾞﾀｰも始

めました、とても楽しんでいます 

ｱｷ：日本の家族が送ってくれたﾏﾝ

ｶﾞに夢中、ひらがなにだいぶ慣

れてきました 

ｱｲ：お料理のお手伝いが大好き、

お母さん、とても助かっています 

■祈りの課題 

１．続くｺﾛﾅ禍の中にあっても家族が

一致して主を見上げ、感謝と喜び

をもって歩むことができますように 

２．家族の健康と子どもたちの学ぶ環

境、必要が守られますように 

３．貧しさに苦しむ多くの教会員と地

域の家庭を教会が愛と知恵をもっ

て支えられますように 

４．３月から始まる土曜の特別ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑが伝道に用いられますように 

 

■献金の御礼とお願い 

皆様の尊いご支援、献金を心

より感謝いたします。ﾀｲでの

働き、宣教の前進のために、

引き続きご支援をよろしくお

願いいたします。 

宣教献金振込先：郵便振替 

００１２０-５-１４２８８６ 

口座名義：日本同盟基督教団 

振り込みの際に「河野晃への指定

献金」とご明記ください。 
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彼は言った。「その人にあわれみ深い行いをした人です。」 するとイエスは言われ
た。「あなたも行って、同じようにしなさい。 ルカ １０：３７ 

■家族構成 

河野晃（ｱｷﾗ） 

美千代（ﾐﾁﾖ） 

愛友（ﾏﾅﾄ、８歳） 

愛絆（ｱｷ、６歳） 

愛恵（ｱｲ、３歳） 

■守られたｸﾘｽﾏｽ礼拝 

 １２月中旬にﾊﾞﾝｺｸの

西隣の県で新型ｺﾛﾅｳｲ

ﾙｽの大規模なｸﾗｽﾀｰが

発生し、ｸﾘｽﾏｽ礼拝の

開催が危ぶまれました。

しかし、主は私たちの祈

りに応えてくださり、ｸﾘｽ

ﾏｽ礼拝は無事に開催。

子どもたちは備えていた

賛美やﾀﾞﾝｽ、降誕劇を

披露し、みことばを通し

て救い主ｲｴｽ・ｷﾘｽﾄの

降誕の恵みを分かち合

いました。救い主、ｲﾝﾏﾇ

ｴﾙなる主のすばらしい

御名を賛美いたします。 

ﾀｲは乾季が終わり、一年

で最も気温が上がる暑

季に入ろうとしています。

厳しい暑さはあります

が、ﾏﾝｺﾞｰやﾗｲﾁなど多く

のﾌﾙｰﾂが市場を彩る季

節でもあります。一年を

通して気温が高いﾀｲにも

季節があり、それぞれの

季節に味わうことのでき

る恵みがあることを主に

感謝しています。新型ｺﾛ

ﾅｳｲﾙｽは今も猛威を振

るっていますが、そこにも

主の主権があり、主の真

実によって導かれていく

ことを信じています。皆

様に支えられ、共に福音

に携わらせていただいた

最初の日から今日まで

の歩みを心から感謝しつ

つ、続けて福音宣教のた

めに仕えて参ります。 

１２月２０日（日）のクリスマス礼拝の様子 

ほほえみの国から 

ｱｳﾄﾘｰﾁで祈る奉仕者たち 

（プラチャオソーンサティッ

ユーガップラオ “神様が共

にいてくださいます”） 
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